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都
道
府
県
知
事
と
国
務
大
臣
の
兼
任
の
可
否
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
行
法
令
に
は
、
都
道
府
県
知
事
と
国
務
大
臣
の
兼
任
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
明
確
に
禁
ず
る
規
定
は
存
し
な
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
本
件
に
関
す
る
政
府
の
見
解
は
明
ら
か
で
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

現
行
法
上
、
都
道
府
県
知
事
と
国
務
大
臣
の
兼
任
は
可
能
で
あ
る
か
否
か
。

右
質
問
す
る
。


